


















－ 110 －

４．おわりに
　これまで人口重心など数多くの地域の中心を表す
指標が，地理学などの分野を中心に多くの研究者か
ら提示されてきた．多くの地理情報を１点に集約し
視覚的に明快なものだが，それらの概念は様々であ
り一様ではない．
　本研究では，集計データでも意味のある地域中心
として k -セントラム点を提案し，ボロノイ図を用
いた導出方法を示した．そして北関東2県に適用し，
時系列変化や年齢階層別の観点からそのような地域
中心を観察した．さらに，ミニサム基準とミニマッ
クス基準とのトレードオフの関係，さらには，候補
点比較において視覚的に優れた地理情報である目
的関数の等高線図についても，事例を通して分析し
た．
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